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近年、大気圏内の長距離光伝送が注目されて

おり、地上と衛星間の光無線通信や、飛行物体

への無線給電、宇宙太陽光発電における地上へ

の送電等への応用が期待されている。しかし大

気の擾乱による空気の屈折率の変化は光の波

面を歪ませ集光位置の変動を引き起こす。我々

は、ある光に対してその空間成分が複素共役で

ある光である位相共役光の、光路中の波面の歪

みを完全に補償しながら経路を逆進し光源に

集光するという特性を用いて、大気擾乱による

波面のゆがみを機械的制御なしで自動補正さ

せることで上記の問題を克服しようと試みて

いる。標的から照射された光の位相共役光は、

その光路中に大気擾乱があったとしても標的

に対し自動的に集光・追跡できる。 

我々の手法では、デジタルデバイスを用いる

ことで、従来の非線形光学媒質を用いた位相共

役鏡に比べて波長や強度の制限といったボト

ルネックを克服し、任意に増幅が可能となるな

ど汎用性が大幅に向上する。デジタル光位相共

役では二つのレーザーを用い標的からの光情

報の記録・再生を行う。記録には CCD を用い

プローブ光と標的からの反射光（物体光）との

干渉縞を記録し、それを SLM に表示させて読

み出し光を照射すると位相共役光が生成され、

標的に集光する。 

我々は 714Hz で駆動する高速空間光変調器

（SLM）を用いてデジタル位相共役鏡を作成し、

30m 離れた光源との間に 100W のはんだごて

を用いて製作した疑似的人工大気擾乱に対し

て、位相共役鏡の応答速度を変化させた時の波

面揺らぎの補償性能変化と、人工大気擾乱の影

響に含まれる物体光の周期的変動に対して、そ

の周波数ごとの補償性能を調査した。 

 

図 1：応答速度 12±3ms 時の 30m離れた光源に

対する人工空気擾乱の補償性能（鉛直方向） 
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